
14．情報システム運用委員会から 
（１）２０１０年度の委員について 
運営委員 
 青木 貴史（委員長，１期目２年目） 
 濱田 龍義（webmaster, ２期目１年目） 
 戸瀬 信之（担当理事，委員長引き継ぎの

１年） 
 角皆  浩（１期目１年目） 
 阿原 一志（１期目１年目） 
 久保  仁（１期目１年目） 
専門委員 
 濱田 龍義（担当運営委員） 
 藤森 祥一（１期目２年目） 
 田村  誠（１期目２年目） 
 酒井 高司（１期目２年目） 
 麻生 和彦（１期目１年目） 
 長谷川暁子（事務局） 
以上のように２０１０年度の委員が決まり
ました．２０１０年度委員の仕事は７月１
日から始まります． 
 ６月末で運営委員の山下靖さん，足立匡
義さんが任期満了で退任されます．山下さ
んは，１０年前に日本数学会のウエブが起
ち上がったすぐ後から１０年近くにわた
り，日本数学会のネットワーク管理に尽力
いただきました．また，足立さんは函数方
程式論分科会のネットワーク管理の経験を
活かして，運営委員として大きな貢献をし
ていただきました．お二人には深く感謝す
るとともに，今後のさらなるご活躍を期待
しております． 
（２）日本数学会の公式 Twitter アカウ
ント 
 相互のコミュニケーションの手段とし
て，Twitter を利用される会員が増えてき
ました．このことをうけて，日本数学会の
日本語，英語の公式アカウント 
 mathsocjp 
 mathsocjpen 
を開設しました．すでに「数学通信」１４
巻１号，２号でお知らせしましたが，日本
数学会のウエブのトップページと会員向け
のページのニュースは，日本語，英文とも
に RSS としてインターネット上で公開し

ております．この RSS のニュースを
Twitter に転送して，多くの会員および数
学関係者に日本数学会の情報に触れてもら
うのが目的です． 
（３）Facebook の公式ファンページ 
 Facebook 
（URL http://www.facebook.com/）も会
員相互のコミュニケーションの手段となり
つつあります．そこで Facebook に 
 日本数学会 
 Mathematical Society of Japan 
のファンページを設けました．前者は日本
語，後者は英文です．このページにも，日
本数学会の RSS ニュースを転送しており
ます．この２つのページにアクセスするに
は，上記の URL にアクセスした後に，
［検索］でファンページの名称を入れま
す．これらのファンページでは，日本数学
会の写真を公開することなどを考えていま
す．また，その他の豊富な機能の運用に関
しては，委員会で慎重に検討していきたい
と思います． 
（４）規約の改正（運営委員の人数の増
員） 
 ２０１０年４月２４日の理事会で，情報
システム運用委員会の規約について以下の
変更が認められました． 
（旧） 
第６条 委員会は，運営委員３名から５名
と担当理事で構成する．運営委員３名に
は，ウエッブ・マスターを含めることとす
る． 
（新） 
第６条 委員会は，運営委員 5 名から 7 名
と担当理事で構成する．運営委員には，ウ
エッブ・マスターを含めることとする． 
（５）高木貞治５０年祭記念講演会のビデ
オ 
 ２００９年１２月９日に開催されました
記念学術講演会および２０１０年２月２０
日に開催されました記念市民講演会のビデ
オを公開しています． 
 ビデオは URL http://mathsoc.jp/videos/ 
からアクセスできます． 



 このビデオの公開にあたり，東京大学数
理科学研究科にストリーミングサーバーの
使用の便宜をお願いしております．また，
撮影やビデオのエンコードに東正明さんに
お手伝いいただきました．関係者の皆様に
深く感謝いたします． 
（６）数学ソフトウエアとフリードキュメ
ント X 
 標記のワークショップが情報システム運
用委員会の後援で下記の次第で開催されま
した． 

記 
日時：２０１０年３月２３日（火） 
   13:00 － 18:00  
場所：慶應義塾大学日吉キャンパス 
   （来往舎２階大会議室）  
 
プログラム： 
13:00－13:50木村欣司（京都大学） 
「sdmp パッケージによる Maple の高速
化-行列式の計算を例に」 
14:00‐14:50阿部紀行（東京大学） 
「Windows 上の日本語 TeX 環境につい
て」 
15:00－15:50 奥山真吾（香川高等専門学
校） 
「不変式論と格子点ソフトウェア LattE」 
16:00－16:50鈴木晃（神戸大学） 
「スマートフォンならではのグラフ表 
示」 
17:00－17:50 竹村彰通 （東京大学／JST 
CREST） 
「初期の TeXで書いた Ph.D. 論文の話」 

以上 
（情報システム運用委員会委員長 

戸瀬信之 記） 
 


